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表題︓東⽇本⼤震災の被災地の地域医療の再構築および地域医療⼈材の育成のための

東北⼤学病院・地域医療復興センターの取組

設置年⽉⽇︓2013年1⽉1⽇
⽬的︓東⽇本⼤震災後の被災地の地域医療の再構築、卒前、卒後教育を通じた地域医療⼈材の育成
担当部署︓東北⼤学病院・総合地域医療教育⽀援部
連携組織︓東北メディカル・メガバンク機構、東北⼤学⼤学院医学系研究科・医学部、宮城県等
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①被災地に対する循環型医師⽀援調整︓2012年10⽉〜現在も継続
 循環型医師⽀援︓3名で1ライン（１⼈４か⽉）形成して⽀援

猪苗代病院
ライン

沿岸部を中⼼に７医療機関に現在まで延べ133名（参加診療科延べ16診療科）派遣沿岸部を中⼼に７医療機関に現在まで延べ133名（参加診療科延べ16診療科）派遣

②宮城県内7か所の急患センター（外来）⽀援調整
2019年度

内科 外科 ⼩児科
仙台市急患センター 499 339
仙台市北部急患診療所 53 335

仙台市夜間休⽇こども急病診療所 244

⽯巻市夜間急患センター 50 366 114

名取市休⽇夜間急患センター 76 76 76

⼤崎市夜間急患センター 50 142 50

岩沼・亘理地区平⽇夜間救急外来 27 9

仙南夜間初期急患センター 10 7
765 1274 484

2523

 ⽀援依頼を病院⼀括で受け、当センターが各診療科
（内科系11診療科、外科系7診療科、⼩児科）に対し
⽀援枠の割り当て調整を実施

③「コンダクター型災害保健医療⼈材の養成プログラム」の運営・実施（2018-2022年度⽂科省補助⾦事業︔福島県⽴医⼤と共同実施）

様々な災害のあらゆるフェーズ（準備期を含む）・現場に
おける実効的対応をチームで実⾏可能な⼈材を継続的に育成

災害科学国際研究所
国際協⼒、災害科学全般の知⾒

未曽有の災害対応活動に基づき両⼤学の強みを⽣かした
実践的⼈材育成プログラムを構築

東北⼤、福島県⽴医⼤の東⽇本⼤震災対応経験

地域災害医療救護統括経験
被災地前線よりの患者受け⼊れ経験
中・⻑期の保健医療⽀援経験

東北⼤学

福島原発事故対応経験
中・⻑期の放射線災害⽀援経験

福島県⽴
医科⼤学

災害マネジメントコース（履修証明プログラム）
2019年度︓25名登録

社会医学系専⾨研修コース
2019年度︓1名登録

災害メンタルケア

CBRNE
※5
対応

災害保健医療
コーディネーション

災害急性期活動
●BLS※1●MCLS※2●BLSO※3●JPTEC※4など

ロジスティックサポート
●情報管理●物資⽀援 など

災害薬事

災害公衆衛⽣

災害⻭科学
●検視●⼝腔ケア など

災害科学
●理学●地域・都市再⽣●社会対応など

災害時組織対応
●防災訓練●BCP
など

災害派遣

災害保健医療
コーディネーション

災害公衆衛⽣ 災害国際協⼒

講義科⽬（災害保健医療セミナー）実習科⽬（災害保健医療トレーニング）

マネジメントコースカリキュラム（多職種合同） 社会医学系専⾨医
アドバンスカリキュラム

取材対応︓
総合地域医療教育⽀援部教授
⽯井 正
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